
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  練り上ったコンクリートを容器に詰め
て、その中に内部振動部材を挿入して作動させ、コンク
リートの表面にモルタルが上昇するまでの時間を測定す
ることを特徴とするコンクリートのコンシステンシー試
験法。
【請求項２】  縦向きのコンクリート容器と、このコン
クリート容器のほぼ中心上方において、上下動可能に設
けられた内部振動部材と、この内部振動部材を前記コン
クリート容器外から一定の深さまで移動させる移動手段
とを具えていることを特徴とするコンクリートのコンシ
ステンシー試験装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】この発明は、コンクリートの締固

め易さの程度と、施工可能時間とを判定するコンクリー
トのコンシステンシー試験法及びその装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、コンクリートの柔らかさの程度を
測定して、施工のしやすさを評価する試験法としてはス
ランプ試験法があり、またコンクリートの施工可能時間
評価法としては、定期的にスランプロスを測定していく
スランプロス測定法があり、さらにコンクリートの凝結
速度を評価する別の試験法として、モルタルによるプロ
クター貫入試験法がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】ところでスランプ試験
法は古くから用いられている方法であるが、実際の施工
時におけるコンクリートの締固め方法について考慮され
るところがなくて、実際の施工時においてあまり有用な
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データがえられにくいという問題があり、またスランプ
ロス測定法においては、スランプは練り上がり後の時間
経過に伴って逐次減少してゆくが、スランプロスとコン
クリートの施工可能時間との関係については、明確な指
標が示せないという問題があり、さらにプロクター貫入
試験法は、コンクリートをふるいにかけて注出したモル
タルに対して試験を実施するもので、コンクリートその
ものの物性を直接的確に評価することができないのに加
えて、試験結果からえられるモルタルの凝結速度とコン
クリートの施工可能時間との関係については、明確な指
標が示せないという問題がある。これらのことから前記
のような従来の試験法では、コンクリートの締固め易さ
と施工可能時間とを的確に評価することができないとう
問題がある。
【０００４】そこでこの発明の目的は、前記のような従
来の各種のコンクリートの試験法のもつ問題を解消し、
コンクリートの締固め易さと施工可能時間とを、構造が
簡単で安価であり操作が容易な試験装置の簡単な操作に
よって的確に評価することができ、コンクリートの配合
設計、打設計画及び施工管理に大きく貢献することがで
きるコンクリートのコンシステンシー試験法及びその装
置を提供するにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】この発明は、前記のよう
な目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、練
り上ったコンクリートを容器に詰めて、その中に内部振
動部材を挿入して作動させ、コンクリートの表面にモル
タルが上昇するまでの時間を測定することを特徴とする
コンクリートのコンシステンシー試験法にかかるもので
あり、請求項２に記載の発明は、縦向きのコンクリート
容器と、このコンクリート容器のほぼ中心上方におい
て、上下動可能に設けられた内部振動部材と、この内部
振動部材を前記コンクリート容器外から一定の深さまで
移動させる移動手段とを具えていることを特徴とするコ
ンクリートのコンシステンシー試験装置にかかるもので
ある。
【０００６】
【作用】このようなものにおいて、コンクリートの試験
をするに際しては、(1) 練上ったコンクリート試料を突
棒等によって突き固めすることなくラフな状態でコンク
リート容器に収容し、(2) このコンクリート容器を機枠
にセツトし、(3) 内部振動部材を作動させて、(4) これ
を移動手段の操作と内部振動部材の自重とによって下降
させて、コンクリート試料の中央部においてその内部に
挿入し、(5) 一定の深さの位置で内部振動部材を停止
し、その振動エネルギをコンクリート試料に伝達させ、
(6) これによってコンクリートに締固まりが生じて、コ
ンクリートの表面にモルタルが浮上し、(7) このように
して内部振動部材をコンクリート試料内に挿入してか
ら、コンクリートの表面にモルタルが浮上するまでの時

間を測定し、この時間によって締固め易さを判断し、
(8) 放置したコンクリート試料に対して、前記のような
試験を定期的に反復して実施して、えられるモルタル上
昇時間の経時変化によって施工可能時間を求める。
【０００７】
【実施例】図１に示すこの発明の試験装置の実施例にお
いて、１は角形の機枠を示し、この機枠の下部にモール
ドガイド２が設けられていて、このモールドガイド２に
縦向きのコンクリート容器３が着脱可能に設置され、こ
のコンクリート容器３のほぼ中心上方において振動杆５
を有する内部振動機４が配置され、この内部振動機４は
機枠１に上下動可能に設けられた支持部材６に支持さ
れ、この支持部材６の両側部には水平な支持腕７が取付
けられて、その先端に走行ローラ８がとりつけられ、こ
の走行ローラ８は機枠１の側柱10に縦方向に設けられた
案内レール９内を走行するようになっており、支持部材
６の上部に条体11の一端が結合され、この条体11の他端
は機枠１に取付けられた案内ローラ12に巻着したうえ垂
下して、これにバランスウエート13が取付けられ、側柱
10の内外には内部振動機４が、図１において実線と点線
とで示す上下限位置にあるとき、バランスウエート13及
び下方の支持腕７をその位置に停止させるストッパ14，
15が設けられている。
【０００８】このようなものにおいて、コンクリートの
試験をするに際しては、(1) 練上ったコンクリート試料
16を突棒等によって突き固めすることなくラフな状態で
コンクリート容器３に収容し、(2) このコンクリート容
器３をモールドガイド２に沿って機枠１にセットし、
(3) 内部振動機４を作動させ、(4) バランスウエート13
をストッパ14から外して内部振動機４を、実線位置から
その自重によって下降させ、その振動杆５をコンクリー
ト試料16の中央部においてその内部に挿入し、(5) 下方
の支持腕７がストッパ15に係合することによって点線位
置で停止し、内部振動機４の振動エネルギを振動杆５に
よってコンクリート試料16に伝達させ、(6) これによっ
てコンクリートに締固まりが生じて、コンクリートの表
面にモルタルが浮上し、(7) このようにして内部振動機
４の振動杆５をコンクリート試料16内に挿入してから、
コンクリートの表面にモルタルが浮上するまでの時間
（秒数）を測定し、この時間によって締固め易さを判断
し、(8) 放置したコンクリート試料16に対して、前記の
ような試験を定期的に反復して実施することによって、
図２に示すようなモルタル上昇時間の経時変化曲線がえ
られるので、これによって施工可能時間を求めることと
なる。
【０００９】前記のような試験実施の際、内部振動機４
の振動杆５の挿入圧力はバランスウエート13によって一
定に制御され、またコンクリート容器３に空気量測定容
器を使用することによって、両試験が終了したらコンク
リート試料16を、そのまま空気量測定用の試料として利
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用することができて、試料を無駄にすることがないのに
加えて作業を合理化することができる。
【００１０】以下に前記のものについての実験例を示
す。図３には実験に使用されたコンクリート試料16の材
料を示し、この材料中モンモリとは、粘度鉱物の一種で
あるモンモリナイトを示し、モンモリの影響は比表面積
の関係から細骨材において大きいと考えて細骨材を５種
類設定し、粗骨材は１種類に統一した。また混和剤につ
いては一般に使用されているＡＥ減水剤、ＡＥ助剤に加
えて超遅延剤を上乗せする形で使用した。またコンクリ
ート配合は、図４に示すとおりであって、一般的な重力
式コンクリートダムの配合（以下Ｇ配合という）と、ア
ーチ式コンクリートダムの配合（以下Ａ配合という）を
想定し、スランプは５±１cmに設定した。図５には使用
された内部振動機４の仕様が示されている。
【００１１】図６にはスランプと空気量の経時変化が示
されており、これからスランプはいずれのケースでも早
い段階から低下しており、この図から施工時間を判断す
るのは困難である。
【００１２】図７にはスランプと内部振動機４によるモ
ルタル上昇時間との関係が示されており、この図からス
ランプが小さくなるに従ってモルタル上昇時間は除々に
増加し、スランプが０cm付近でモルタル上昇時間は急激
に上昇している。このことからスランプが測定される時
間の範囲ならば、コンクリートの締固めは可能であるこ
とがわかる。コンクリートの締固め可能な状態を、モル
タル上昇時間が10秒以下の範囲と仮定すると、図６に▽
印で示すような施工可能時間がえられる。
【００１３】
【発明の効果】この発明は、前記のようであって、請求
項１に記載の発明は、練り上ったコンクリートを容器に
詰めて、その中に内部振動部材を挿入して作動させ、コ
ンクリートの表面にモルタルが上昇するまでの時間を測
定するものであり、請求項２に記載の発明は、縦向きの
コンクリート容器と、このコンクリート容器のほぼ中心

上方において、上下動可能に設けられた内部振動部材
と、この内部振動部材を前記コンクリート容器外から一
定の深さまで移動させる移動手段とを具えているので、
コンクリートの締固め易さと施工可能時間とを、構造が
簡単で安価であり操作が容易な試験装置の簡単な操作に
よって的確に評価することができ、コンクリートの配合
設計、打設計画及び施工管理に大きく貢献することがで
きるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施例の正面図である。
【図２】同上による試験の際の経過時間と、モルタル上
昇時間との相関図である。
【図３】同上の試験例における使用材料図である。
【図４】同上の試験例におけるコンクリートの配合図で
ある。
【図５】同上の試験例における内部振動機の仕様図であ
る。
【図６】同上の試験例におけるスランプと空気量の経時
変化図である。
【図７】同上の試験例におけるモルタル上昇時間とスラ
ンプとの相関図である。
【符号の説明】
１  機枠
３  コンクリート容器
４  内部振動機
５  振動杆
６  支持部材
７  支持腕
９  案内レール
10  側柱
12  案内ローラ
13  バランスウエート
14  ストッパ
15  ストッパ
16  コンクリート試料

【図２】 【図３】
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【図１】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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